
教育相談に関する校内支援体制図 
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連携 

★ケース会 

・情報交換・事例検討 

・役割分担・具体的手立て 

・組織的対応を考える 

＜構成員＞ 

教頭・該当学年主任・担任・副担任・

保健部長・養護教諭・教育相談 Co・

関係教員（ＳＣ含む） 

 

生徒指導上の情報

提供等 

担任や教科担当、保護者、本人からの相談 

本人 

出席・成績に関す

る情報の提供等 

進路指導部 

進路相談・進路先との調

整・入試センターと連携等 

☆思春期保健を考える会 

（学期毎 年 3回） 

・情報共有 

・支援、連携方法の確認 

＜構成員＞ 

校長・教頭・教務部長・生徒部長・人権同

和教育主任・各学年主任・該当生徒担任・

保健部長・養護教諭・特 Co・教育相談 Co・

SC・（関係教員） 

★コアケース会（コア会） 

・情報収集・事例検討 

職員会議 

・状況の把握・意見交換 

保健部・SC 

・教育相談コーディネーター 

（特別支援教育コーディネーター） 

・連絡調整・情報共有・サポート 

生徒部 

教科会 

・生徒観察 

・授業での支援 

○専門機関 

・教育機関（益田養護＜センター的機能＞・

教育センター） 

・福祉関係機関（ウインド） 

・医療関係機関（学校医・松が丘・こころ

の医療センター他） 

・行政機関（教育庁子ども安全支援室・益

田保健所・子ども若者支援センター・児

童相談所・SSW） 

・ハローワーク 

・大学 

★学年会 

・生徒情報の共有 

・担任のサポート 

・教育相談 Co 出席 

教務部 

【参考】理由不明の欠席への対応の目安 

〇１日   ･･･電話 

〇連続 3 日 ･･･電話 or 家庭訪問を検討 

〇連続 1 週間･･･コア会、家庭訪問を検討 

担任・副担任 

保護者 


